
主目的 4 16 4

副目的

款 項 目 大 中

○ ○

有

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

正職員

その他職員

国・県支出金

0

4,943

0.00

対前年比

庶務課

庶務係

担当部

担当課

担当係

事業類型

調和のとれた人間形成づくりを支援する

一般会計

地域住民組織
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0
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事業番号

八雲町児童交流事業

339

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

根拠法令・個別計画

学校教育

10

名称：

10 1

総合計画
分野別計画

予算区分 1 3

教育文化

市が直接実施・運営

夏季の八雲町派遣事業、冬季の小牧市受入事業を行う。募集児童数は、小学６年生４０
名であったが、実際の参加児童は３６名であった。派遣事業は洋上セミナー２泊、公的施
設での宿泊１泊、小牧荘宿泊２泊の５泊６日間で体験学習活動を中心としている。受入
事業では民泊２泊、小牧勤労センター２泊の４泊５日間に郷土の紹介をするなどの活動
を実施している。
事務局は、選考委員会、交流委員会、学習会等の開催、学校、引率教諭、八雲町との
連絡調整を行う。開催年度により、５年生も募集対象とするなど定員を満たすよう努力し
ている。
　また、参加者にはフェリー運賃等一部の費用を負担してもらっている。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

小牧市と歴史的つながりの深い八雲町児童との交流学習を通じ、学童期の貴重な体験
学習のひとつとする。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

２７，６５０円
（フェリー代7,300円、航空賃19,150円、冬の交流会保護者食事代1,200
円、民泊先手土産代０円）

00

0.000.00

従事者数

人件費

従事者数

0.40

費
用

0

直接経費 2,797

費用合計

0.40

人件費
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H23

12

40

20

5

32

H21

18

36

八雲町受入事業

6

6 6

12

5

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

本市の参加児童数

活
動
指
標

活動指標名

事前(後)学習会

八雲町派遣事業

事業目的の
達成状況

　児童学習交流期間がより有意義で効果的になるよう、夏季・冬季のいずれも事前学習
会を行い、本事業の成功をおさめた。交流会後の報告書では、小牧市・八雲町児童とも
に、いい経験ができたことを綴っている。

40

40

八雲町からの受入児童数 人
20

23

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性
（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

　今後定員の見直しを含め、事業の内容も見直し、小牧市・八雲町の双方に負担のない
ような形で、事業が継続できるよう、改善していく必要がある。

　定員割れをまねき、事業の実施に影響を与えているため、次年度以降見直していく
必要があると判断される。

判定理由

市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき
の影響

　学童期という貴重な時期に経験できる体験学習の機会が失われてしまう。

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)


